
◆現金給与総額は

毎月勤労統計調査 令和4年分結果速報により昨年支

払われた現金給与総額と実質賃金との関係を見てみる

と、現金給与総額は前年比2.1％増の326,157円となり

1991年以来31年ぶりの伸び幅となりました。所定内給

与で見ると一般労働者は318,904円、1.3％増、パート

タイム労働者の時間当たり給与は1,242円、1.6％増で

す。

◆実質賃金は

一方物価の変動を反映した実質賃金は前年比0.9％減

少と2年ぶりのマイナスとなりました。現金給与総額は

コロナ禍で落ち込んだ経済の回復を背景に2.1％増加し

ました。給与総額のうち基本給に当たる所定内給与は

1.2％増、残業代などの所定外給与は5％増となりまし

た。賞与などについては5.1％増と大きく伸びています。

しかし、賃金の実質水準を算出する指標となる物価が

3.0％の上昇となったため実質賃金はマイナスとなりま

した。

働いている形態で見ると正社員等一般労働者の給与

総額は2.3％増、パートタイム労働者は2.6％増でした。

コロナ禍で落ち込んでいたボーナスが4年ぶりに増加す

るなど給与は増加傾向にありますが、物価の上昇に追

い付いていません。

◆労働時間と雇用状況はどう変化？

労働者一人平均の総実労働時間は昨年比0.1％増の

136.2時間でした。そのうち所定内労働時間は0.3％減

の126.1時間、所定外労働時間は4.6％増の10.1時間と

なりました。

雇用状況では常用雇用者は昨年比0.9％増の5,134万

2千人でした。就業形態別に見ると一般労働者は0.5％

増の3,513万人、パートタイム労働者は1.9％増の

1,621万2千人でした。

賃上げして従業員に報いたいという気もちは経営者

の変わらぬ思いでしょう。しかし物価上昇に追い付か

ない状況ではなかなか経営努力が目に見えにくいとい

うことかもしれません。

経営者の名言シリーズ

昨年の実質賃金0.9％減額
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その筋が読めるか読めないか、いわゆる直観力が必要だ
井深大（ソニー創業者）

１．事業復活支援金 給付額算定の注意点
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３．おススメ書籍のご紹介
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6月12日
●5月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額・納期の特例
を受けている者の住民税の特別徴収税額（前年12月～当年
5月分）の納付

6月15日
●所得税の予定納税額の通知

6月30日
●4月決算法人の確定申告＜法人税・消費税・地方消費
税・法人事業税・（法人事業所税）・法人住民税＞
●1月、4月、7月、10月決算法人の3月ごとの期間短縮に
係る確定申告＜消費税・地方消費税＞

●法人・個人事業者の1月ごとの期間短縮に係る確定申告
＜消費税・地方消費税＞
●10月決算法人の中間申告＜法人税・消費税・地方消費
税・法人事業税・法人住民税＞(半期分)
●消費税の年税額が400万円超の1月、7月、10月決算法人
の3月ごとの中間申告＜消費税・地方消費税＞
●消費税の年税額が4,800万円超の3月、4月決算法人を除
く法人・個人事業者の1月ごとの中間申告（2月決算法人は
2ヶ月分）＜消費税・地方消費税＞

○個人の道府県民税及び市町村民税の納付（第１期分）
（6月、8月、10月及び1月中（均等割のみを課する場合に
あっては6月中）において市町村の条例で定める日）

おススメ書籍のご紹介

朝はいつも忙しい。部屋も台所も散らかったまま職
場へ駆け込み、仕事中も机の上はグチャグチャ。余裕
のないスケジュールにイライラしながら、残業が日課
となり、帰宅してからも心は休まる暇がない――。現
代のビジネスパーソンの生活は、「整う」という言葉
からはほど遠い。私たちの心、体、暮らしを乱す要因
があふれる現代だからこそ、「整える力」が必要だ。
本書の著者、曹洞宗徳雄山建功寺住職の枡野俊明氏は
そう指摘する。著者は、「整える力」を身につけるに
は禅の教えが最適であるという。
本書は、禅の教えに基づいた、日常や人生を整える

方法を教えてくれる。禅僧は、坐禅、読経、食事、掃
除など日常の営みすべてが「整える力」をつける修行
と捉え、実践している。それだけに、紹介される98
の養生訓は暮らしに取り入れやすいものばかりであり、
気になるところから試してみるだけで、変化が実感で
きそうだ。
心身の不調を抱えている人、そして人生に好循環を

呼び込みたい人には、特に本書をおすすめしたい。

＜＜詳細が気になった方、もっと知りたい方は
flier「フライヤー」をご利用ください＞＞

2019年6月の税務

書籍要約サービス「フライヤー」の
詳細・お申込みはこちら

2023年6月の税務

2023年5月の税務

5月10日
●4月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付

5月15日
●特別農業所得者の承認申請

5月31日
●個人の道府県民税及び市町村民税の特別徴収税額の通知
●3月決算法人の確定申告＜法人税・消費税・地方消費
税・法人事業税・（法人事業所税）・法人住民税＞
●3月、6月、9月、12月決算法人・個人事業者の3月ごと
の期間短縮に係る確定申告＜消費税・地方消費税＞
●法人・個人事業者の1月ごとの期間短縮に係る確定申告
＜消費税・地方消費税＞

●9月決算法人の中間申告＜法人税・消費税・地方消費
税・法人事業税・法人住民税＞（半期分）
●消費税の年税額が400万円超の6月、9月、12月決算法
人・個人事業者の3月ごとの中間申告＜消費税・地方消費
税＞
●消費税の年税額が4,800万円超の2月、3月決算法人を除
く法人・個人事業者の1月ごとの中間申告（1月決算法人は
2ヶ月分、個人事業者は3ヶ月分）＜消費税・地方消費税＞
●確定申告税額の延納届出に係る延納税額の納付

○自動車税（種別割）の納付（5月中において都道府県の
条例で定める日）
○鉱区税の納付（5月中において都道府県の条例で定める
日）

株 式 会 社 アビーナリーマネジメント

税理士法人 アビーナリーマネジメント

株 式 会 社 アビーナリーネクスト

〒９８０－０８１１
仙台市青葉区一番町１－９－１

仙台トラストタワー７Ｆ
ＴＥＬ：０２２－２２５－５０９０
ＦＡＸ：０２２－２２５－５０９１
https://abn-m.or.jp


	スライド 1
	スライド 2

